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⽇常⽣活の活動 
 

 

 

 

以下は、認知症や障がいのある人々の自立を支援するための日常生活の活動（PRA）を作成す

る際のガイドラインです。 

 

日常生活は、動作範囲、握力、微細と粗大運動能力、そしてバランスや運動の調整を維持する能力な

ど、幅広い能力を網羅しています。認知症の方々が安全な環境で生活できるよう支援し、自立を促す

ために必要なサポートを提供します。日常生活の活動の目的は、着脱、食事、何かを持つ、身だしな

みなど、日々の生活を本人が行えるようにすることで、自立を促すためのスキルを維持することで

す。 

 

これらの活動は、本人の自立に向けた努力を支援し、運動能力や運動の調整を回復、維持、または向

上させることができます。また、周囲の環境への関心を高める効果もあります。 

 

日々の暮らしにおける自立を支援するためには、必要なスキルを段階的にゆっくりと再習得していく

ことが有効です。 

長期的な目標の達成には時間がかかる場合もあります。例えば、自分で飲み物を注ぐといった目標が

達成されるまで、私たちは一歩ずつゆっくりと進んでいきます。 

 

高齢者や障がいのある方の日常生活の動作は、その方が失っているスキルによって大きく異なりま

す。そのため、これらの活動は一人ひとりのニーズに合わせて計画されます。 

 

例えば、スプーンやフォークで食べ物をすくう能力を失いつつある人と、食べ物をすくうことはでき

るものの、腕を口に持ち上げることができない人とでは、必要な活動が異なります。どちらも微細運

動能力を必要としますが、 

その内容は異なります。 

 

観察は、困難がどこにあるのかを見極める上で最も重要なことの一つです。この特定に基づいて、そ

の人の具体的な問題に対応するための活動を考案することができます。 

 

ペグを使った活動は、指や手の器用さを維持するのに役立ちます。これは、食事の際に箸、フォー

ク、ナイフ、スプーンなどを使う必要がある場合に不可欠です。食事の時間を自立して過ごすために

は、これらの食器を使いこなせる必要があります。こうした活動は、スキルの維持に非常に重要で

す。 

 

ペグを使った活動は、食事に使う道具の使い方を学ぶ上では有益ですが、すくう動作には役立ちませ

ん。そのため、すくう動作に問題がある場合は、その問題に対処する活動が必要です。 
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フォークを口に運ぶのが難しい人は、髪をとかしたり髭を剃ったりするのも難しい可能性が高いの

で、同じ動作をすることで、これらのすべての面で自立を促すことができます。 

 

これらの日常生活における活動は、単なる活動としてではなく、その人のリハビリの一環として捉え

られるよう、ケアプランに記録する必要があります。 
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ウェブサイトでは、私たちの基本原則（自尊心、自立、選択、有意義な関わり）を通して、ウェルビ

ーイングをサポートする方法をご紹介しています。各基本原則は、その必須要素とともに概説され、

家庭や介護施設でこれらの原則を実践するための詳細なガイドラインが掲載されています。 

 

 
ガイドライン「日常生活の活動」に関する情報とリソース 

 

 

 

 

https://mdda.montessori-ami.org/key-principles/independence/practical-life-activities

